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第３次城陽市基本構想素案について（答申） 

 

 

  平成１８年１０月１６日付け８城行第１４号で諮問を受けた第３次城

陽市基本構想素案について､慎重に審議した結果、一部修正することが適

当であり、別添内容のとおり修正されたい。 

 なお、この間の審議会において、基本構想の実現に向けての意見が多く

出されており、着実な実現に努められたい。 



基本構想
素案
ページ

項目 素案内容 修正内容

1 Ⅰ　城陽市の将来像 　本市を取り巻く社会経済環
境が大きく変化するなか、活
力あふれる豊かな地域社会を
築いていくため、恵まれた自
然、長年にわたって培われた
歴史遺産、市民による活発な
地域活動など多様な地域資源
を活かし、人と環境にやさしく
だれもが安心・安全でぬくもり
が実感できるまちをめざしま
す。また、交通の要衝としての
優位性など本市の持つ発展
性を十分に活かしながら、魅
力ある都市機能の集積により、
ヒト・モノ・情報が活発に交流
する南山城地域の中核都市と
しての役割を果たし、住んでよ
かったと自慢できるまちを共に
創り、育て、そして新しい価値
を創造する活力と魅力あるま
ちとして、次の世代へ伝え、継
承していきます。

　本市を取り巻く社会経済環
境が大きく変化するなか、活
力あふれる豊かな地域社会を
築いていくため、恵まれた自
然、長年にわたって培われた
歴史遺産、市民による活発な
地域活動など多様な地域資源
を活かし、男女がともに参画
し、人と環境にやさしくだれも
が安心・安全でぬくもりが実感
できるまちをめざします。また、
交通の要衝としての優位性な
ど本市の持つ発展性を十分に
活かしながら、魅力ある都市
機能の集積により、ヒト・モノ・
情報が活発に交流する南山
城地域の中核を担う都市とし
ての役割を果たし、住んでよ
かったと自慢できるまちを共に
創り、育て、そして新しい価値
を創造する活力と魅力あるま
ちとして、次の世代へ伝え、継
承していきます。

10 Ⅴ　分野別展望

（１）安心・安全のまち
づくり（防災・防犯）

②災害に強いまち
をつくる

　市民、事業者、関係機関、行
政の連携により、防災体制の
確立したまちづくりをめざしま
す。また、公共施設や住宅の
耐震診断を実施し、その結果
に基づき耐震化を図ります。さ
らに、地域住民によるネット
ワーク活動、地域コミュニティ
活動の充実により、災害時に
おける地域の相互協力関係の
構築をめざします。

　市民、事業者、関係機関、行
政の連携により、防災体制の
確立したまちづくりをめざしま
す。また、公共施設の耐震化
や住宅の耐震対策を促進する
ことにより、災害に強いまちづ
くりをめざします。さらに、地域
住民によるネットワーク活動、
地域コミュニティ活動の充実に
より、災害時における地域の
相互協力関係の構築をめざし
ます。

第３次城陽市基本構想素案の修正箇所
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項目 素案内容 修正内容

（２）快適なまちづくり
（都市基盤・交通安
全・緑化）

11 ④良好な住環境を
つくる

　適正な土地利用や秩序ある
建築の誘導、密集市街地にお
ける老朽木造住宅の更新など
の促進により、安全で快適な
住環境の形成をめざします。

　適正な土地利用や秩序ある
建築の誘導を行うとともに、密
集市街地などにおいては耐震
対策など老朽木造住宅の更
新を促進することにより、安全
で快適な住環境の形成をめざ
します。

⑤安全な水道水を
安定供給する

　水道施設の計画的な更新な
どにより、市民生活や産業活
動に必要な安全で安定した水
の供給をめざします。

　水道施設の計画的な更新な
どにより、より一層の市民生活
や産業活動に必要な安全で
安定した水の供給をめざしま
す。

12 ⑪浸水被害の軽減
と環境に優しい川づ
くりを推進する

　総合排水計画に基づく河川
改修や国、京都府が管理する
河川の改修を促進することに
より、流出抑制と浸水被害の
軽減をめざします。

　総合排水計画に基づく河川
改修や国、京都府が管理する
河川の改修と流出抑制対策等
を促進することにより、浸水被
害の軽減をめざします。

16 （７）市民と進めるまち
づくり（市民活動と交
流）

①市民参加と協働
を推進する

また、自治会の自主性と自発
性を尊重しつつ、自治会活動
を支援するとともに、コミュニ
ティ意識の醸成と市民間の交
流を促進することにより、自治
会の活性化をめざします。

また、自治会の自主性と自発
性を尊重しつつ、自治会活動
を支援するとともに、コミュニ
ティ意識の醸成と市民間の交
流を促進することにより、自治
会のより一層の活性化をめざ
します。

④国際交流を推進
する

　市民の国際交流、国際親善
についての理解と関心を高
め、市民の草の根レベルでの
幅広い国際交流活動を推進
することにより、諸外国との相
互理解と友好親善をめざしま
す。

　市民の国際交流、国際親善
についての理解と関心を高
め、市民の草の根レベルでの
幅広い国際交流活動を推進
することにより、諸外国との相
互理解と一層の友好親善をめ
ざします。
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（８）信頼される市政運
営（行政経営）

17 ②個人情報保護制
度と情報公開の適
正な運用を図る

　個人の権利、利益を保護し
ながら、市民の知る権利を尊
重し、行政情報の公開と提供
を積極的に進め、行政運営の
透明性を高めるとともに、市民
との信頼関係を構築することを
めざします。

　個人の権利、利益を保護し
ながら、市民の知る権利を尊
重し、行政情報の公開と提供
を積極的に進め、行政運営の
透明性を高めるとともに、市民
とのより一層の信頼関係を構
築することをめざします。
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